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Ⅲ
保
護
上
重
要
な
植
物

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

コケミズ 
県内では海岸の湿った岩の隙間に生え，個体数は極めて少ない。波に

よる被害や植生遷移の進行による環境変化で，絶滅の危険性が高い。 

 

(英彦山・犬ヶ岳山地)，豊後水道域 

 

 

本州(関東地方以西)，四国，九州(福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児

島)，沖縄 

朝鮮半島，台湾，中国，ウスリー，マレーシア，インド，ハワイ，ガラパゴス 

 

海岸の湿った岩の隙間。 

 

 

「英彦山・犬ヶ岳山地」の標本はあるが，その生育地は把握されてい

ない。「豊後水道域」は，ごく最近，生育地が確認された。 

　 
　 
イラクサ科 
Urticaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
掲載なし 

Pilea peploides 
(Gaudich.) Hook. et Arn.

選定理由 
 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

ボロボロノキ 
県内では，西部と南部地域に偏在し，生育地，個体数とも少ない。低
地の二次林にあるものは，里山の開発による森林伐採の影響が懸念さ
れる。 
 
 
日田低地・丘陵地，豊後水道後背地域 
 
 
九州(福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島)，沖縄 
中国 
 
 
低地や丘陵地のやや乾燥した林内。 
 
 
カシ・シイ二次林に生え，個体数は少ない。 

　 
　 
ボロボロノキ科 
Olacaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準 
掲載なし 

Schoepfia jasminodora 
Sieb. et Zucc.

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ツクバネ 
 
 
 
(玖珠丘陵地・山地)，(豊後水道後背地域) 
 
 
本州(近畿地方以東)，九州(大分) 
 
 
 
 
 
「玖珠丘陵地・山地」，「豊後水道後背地域」の文献記録はあるが，
その生育地は把握されていない。 
 
文献［原　寛：日本顕花植物分布図（1959)］ 

　 
　 
ビャクダン科 
Santalaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
掲載なし 

Buckleya lanceolata Miq.




